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マイ ワ シの成長 に関 す る知 見 として重 要 な もの の1っ に,戦 前(1935～1940年)の 大漁 時代 と

戦後(1947～1960年)の 資 源の 減少 期 の成 長 度 に は相違 が み られ,同 一 年令 魚(H才 魚)で は戦

後の成長度が極めて大 きいことがある

Nakai • Hayashi (1962)

(Nakai 1962, 伊藤1961)。 戦 前 の マイワシについて

,東 海 ・常 盤海 域 の マ イ ワシ にっ いて近 藤 ほか(1976)の 報 告 が あ る。

ま た,マ イ ワシの 成長 は年 級 に よ って異 な る(北 水研1955)と い われて い る。 魚類 の 成長 は

種の 適応 性 の一 つ であ り,そ れ は 年 々の 資源 量 の大 き さと生活 諸条 件 によ って 変化 す る もの で,各

年級 ご との マ イ ワ シの成長 を知 る こ とは 資源 量の 大 きさや 環 境条 件 を知 る上 で役 に立 つ と考 え られ

る。 こ こで は,日 本 海 西部 海 域 にお け るマイ ワシの1974年 級 か ら1980年 級 までの7年 級群 の成

長 式 を推 定 し,各 年 級群 の成 長 につ いて 検討 を行 った。 あ わせ て1976年 級 と1979年 級 の成 熟 状

態 を比較 した の で報 告 す る。

要 約

1974年5月 か ら1983年6月 ま で の マイ ワ シ体 長測 定 記録 か ら,各 年 級 群 ごとの成 長 式 を推 定 し

た。 ま た,1976年 級 の成 熟状 態 を比 較 した。 得 られた 結果 は次 の とお りで あ る.

1)1974年 級から1980年 級までの各年級群 ごとの体長の成長式は次のように推定 された。

2)計 算体長から,1980年 級群の体長の成長は,満2才 までは他の年級に比較して悪 く,他 の

各年級の体長の成長はほぼ同じであると推定 された。

3) Bertalanffy の成 長式 の パ ラメー タKと の関係は負の相関がある。

*日 本 海 ブ ロ ック試験 研究 集 録 第4号(日 本 海 区水 産研 究 所1985)に 発表 した 。



4)1976年 級 と1979年 級 の満2才 に お け る卵 巣 の発達 状 態 は変 らな い と推 定 さ れた。 各年 級

群 の満2才 の体 長 か ら推 して1979年 以前 の成 熟状 態 は ほぼ同 じで あ る と考 え られ る。

5)1976.年 級 と1979年 級 の雌 が成 熟 に達 した と きの体重 は,90～130gの 間 で あ った と推 定

され る。




